
Lesson 11	
 動名詞 
 

１	
 動名詞の働き	
 

A．主語 
1. …することは~ 
2. It …–ing（形式主語） 
 
B．補語 
3. Sは…することだ 
 
C．目的語 
4. Sは…することをVする 
5. 形式目的語 
 
D．前置詞の目的語 
6. in –ing （…するという点で） 
	
 	
 	
 	
 	
 

E．名詞修飾 
7. 修飾する名詞の目的・用途を表す 
	
 

２	
 意味上の主語	
 

A．意味上の主語を示さない場合 
8. 文の主語が動名詞の意味上の主語を兼ねる 
9. 動名詞の意味上の主語が「一般の人々」 
10. 文の目的語が動名詞の意味上の主語を兼ねる 
11. 文の主語にかかる所有格の名詞が動名詞の意味上の主語を兼ねる 
 
B．意味上の主語を示す場合	
  
12. 所有格（文頭） 
13. 所有格or目的格 
14. そのまま（無生物） 
 



３	
 動名詞のさまざまな形	
 

A．受身形 
15. being p.p.（…されること） 
16. being p.p.＋前置詞（句動詞の受身形） 
cf.     need –ing 
 
B．完了形 
17. having p.p. 
18. having been p.p.（受身形） 
 
C．否定形 
19. not ＋ –ing  
20. not ＋ having p.p.  

 

４	
 動名詞の慣用表現	
 

21. there is no –ing（…することはできない） 
22. can’t help –ing = can’t but 原形= can’t help but 原形（…せずにはいられない） 
23. worth –ing （…する価値がある） 
24. feel like –ing （…したい気がする）I felt like punching him in the face. 

（彼の顔にパンチを入れたい気分だった） 
25. with a view to –ing（…する目的で） 
26. look forward to –ing（…するのを楽しみに待つ） 
27. when it comes to –ing	
 （…することとなると） 
28. object to –ing （…することに反対する）  
29. What do you say to –ing?（…するのはどうですか） 
30. be accustomed to –ing （…することに慣れている） 
31. there is no point in –ing （しても意味がない） 
32. spend time –ing (…して時を過ごす) 
33. have difficulty [ trouble / a hard time ] (in) –ing（…するのに苦労する） 
34. be busy –ing （…するのに忙しい）	
 	
  
35. on –ing （…するとすぐ） 
36. on the point of –ing （まさに…するところで）  
37. of one’s own –ing（自分で…した） 
38. it goes without saying that … （…ということは言うまでもない）  
39. never [can’t ] V without –ing （Vすると必ず…する） 
 



５	
 動名詞	
 vs.不定詞	
 

 
不定詞 これからすること 

まだしていないこと 
積極的 特定的 

個別的 
動名詞 すでにしたこと 

今してること 
消極的 一般的 

 
A．V＋動名詞 
40. mind –ing （～するのをいやがる） 
41. stop –ing 	
 （～することをやめる） 
 
B．V＋不定詞 
42. hope to do	
 （～することを望む） 
43. refuse to do	
 （～するのを拒む） 
 
 
C．目的語が動名詞と不定詞で意味の異なる他動詞 
44. remember ‐ing 	
 （～した記憶がある） 

remember to ～ 	
 （忘れないで～する） 
45. forget ‐ing 	
 	
 （～したことを忘れる） 

forget to ～	
 	
 （～することを忘れる） 
46. regret ‐ing	
 	
 （～したことを後悔する） 

regret to  	
 （～残念ながら～する） 
47. try ‐ing 	
 （試しに～する ） 

try to ～ 	
 （ ～しようと試みる） 


